
2,782件

副作用・感染症報告数の推移及び副作用の種類
（輸血との関連性なしとされた症例も含みます。）

非溶血性輸血副作用（2023年）

2023年の非溶血性輸血副作用報告数は2,782件であり、輸血による副作用・感染症報告数2,843件の98％を占めていました。
2018年1月から輸血副作用・感染症の調査方法を変更したことにより、報告件数は増加しています。

■非溶血性輸血副作用の報告件数について
「アレルギー」が最も多く1,408件（51%）報告されています。重症
アレルギーを含め、副作用報告の約2/3がアレルギーでした。
呼吸困難には、TRALI、TACOが含まれており、内訳はTRALIが
10件、TACOが94件、呼吸困難が112件となっています。

■使用製剤の種類及び製剤毎の副作用（症例別）報告内訳
赤血球製剤および血小板製剤による副作用が多く報告されています。
赤血球製剤では他製剤と比べて発熱と呼吸困難が、血漿製剤、血小板製剤ではアレルギー、重症アレルギーの報告
割合が特に多くなっています。

非溶血性副作用　 溶血性副作用　 GVHD疑い　 感染症疑い

赤十字血液センターに報告された非溶血性輸血副作用 
-2023年-

2023年の1年間に、医療機関において輸血による副作用・感染症が疑われ、赤十字血液センターに
報告された症例のうち、最も報告数の多い非溶血性輸血副作用についてお知らせします。
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上記製剤には、放射線照射製剤及び未照射製剤の両方が含まれます。また2種類以上の製剤が使用された症例は除外しました。
※洗浄赤血球製剤、解凍赤血球製剤、合成血液、洗浄血小板製剤（HLA適合製剤を含む）の使用症例は除外しました。
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スマートフォン・タブレットにも
対応しています。

輸血用血液製剤の使用による副作用・感染症が疑われた場合は、直ちに赤十字血液センター医薬情報担当者までご連絡く
ださい。また、原因究明のために、使用された製剤及び患者の検体等の提供をお願いすることがあります。なお、使用され
た製剤及び患者の検体は「血液製剤等に係る遡及調査ガイドライン」を参照のうえ保存してください。

■使用製剤・症状別副作用報告数（対供給本数に対する頻度）（2023年）

■TRALI/TACO評価の内訳（2023年）

■2023年副作用分類別の発現時間（不明を除く）

2023年はTRALI/TACO評価対象とした症例報告は153件でした。
そのうち、TRALI type Ⅰ 7件（4.6%）、 TRALI type Ⅱ 2件（1.3%）、
TRALI/TACO 1件(0.7%)、TACO 94件(61.4％)と評価しました。
なお、 評価対象153件のうち13件（8.5%）が情報不足のため評価が
できませんでした。
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 赤血球製剤※

3,328,843

※
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副作用症状別に輸血開始から副作用発現まで
の時間を示しました。副作用は輸血開始直後ば
かりではなく、輸血中、輸血終了後にも発現して
います。輸血開始直後、輸血中及び輸血終了後
も患者さんの様子を適宜観察するように努めて
下さい。

非溶血性副作用発現時間（輸血開始後）

・アレルギー反応及び呼吸困難では大多数が
2～3時間以内に発症している傾向でした。
・TACOでは開始2時間以内の発症が多い傾
向でした。
・血圧低下は輸血開始直後に発症している症
例が最も多い傾向でした。

副作用発現時間の傾向
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※被疑製剤が複数本ある場合には、最初の製剤投与開始からの発現時間となります。

●輸血12時間前から発症後呼吸困難が改善するまでの以下の情報
　副作用等の経過、バイタルサイン、血球計算（白血球百分率を含む）、
　呼吸状態（血液ガス、酸素飽和度など）
●副作用発生前後の胸部画像（X線、CTなど）

TRALI/TACO評価に必要な情報


